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文２本の内容をまとめたものである。論文審査会は、２月１２日（金）16 時から 17 時 50




































湾は反対、英国は賛成）。ビニロン関係プラント 2 件に続き、1978 年には中国政府の要請
で人工皮革プラントの輸出も行なわれた。およそ 20 年間にわたって続けられた中国に対す
るクラレからの技術移転は、戦後の日中貿易の復活過程を代表する事業であった。藤本論
文はこの大事業の流れをはじめて系統的に整理した。 
(3)日本の工業技術開発を支えた研究体制については、近年、体系的な成果が生まれてい
る。藤本論文は、そうした成果を代表する沢井実の著作（『近代日本の研究開発体制』名古
屋大学出版会、2012 年）を取り上げる。そして、同書が一般化している結論を化学繊維工
業の事例と対比させ、焦点を３つに絞って補強と問題提起を行った。具体的には、沢井が
指摘した(i)工業技術開発に関する明治期から第一次大戦期、そして 1930 年代にかけての時
期区分、 (ii)京都大学工業化学科と同大繊維化学科を実証例として強調された産学協同の体
制のあり方の２点について、レーヨン工業の実態に即して沢井の主張を詳細に補強した。
また、藤本論文は、(iii)戦前から戦後にかけての開発体制の継続性を重視する沢井の主張に
対して、ビニロン開発に関わる体制が戦前、戦後の間で大きく変化していたことを明らか
にし、沢井の主張に留保が必要なことを指摘した。いずれについても化学繊維工業の実態
を踏まえている点が貴重である。 
【３】藤本論文には、実証成果の独自性を先行研究との対比で明示するという点で、また
論文としての形式的な作法を守るという点で、改善の余地が残されている。審査員からは、
こうした点を惜しむコメントが出された。また審査会以前の段階から指摘されていた、ク
ラレにおける技術的な継承性という点でエチレンビニルの合成樹脂（エバール）が持って
いた重要性、中国へ輸出されたクラレ技術が当該時期のクラレの中で占めていた位置、ビ
ニロン・プラント輸出が作り出したクラレと中国の間の特別な関係が日中関係全体与えた
影響といった重要問題についても、今後の検討課題として残されている。 
また論文の主要な検討課題である戦前戦後の化繊製造技術に関する継承性や朝鮮人研究
者李升基の存在、そして中国、北朝鮮への技術の伝播についていえば、先行研究はこれら
の問題を無視してきたわけではなかった。しかし、技術の内容を正確に理解した上で継承
性や李升基の役割を検証している点、そして対象としている時期の長さという点で、藤本
論文には従来の研究水準を超える内容が認められる。長年にわたる資料収集の努力と、当
該技術の開発や中国人技術者の技術研修に直接携わっていた経験を活かして製造技術の内
容や対中技術交流を掘り下げて理解している点は、高く評価される。以上の特長を評価し
て、審査委員は全員一致で藤本論文を博士論文として認めるという結論に達した。 
